
JR東日本グループ　社会環境報告書 2009

　ＪＲ東日本グループは1992年に基本理念と基本方針を制定し、1996年には行動指針を定めて具体
的な環境保護活動に取り組んでいます。

●エコロジー推進活動の基本理念・基本方針（1992年5月制定）
【基本理念】
　・ ＪＲ東日本グループは一体となって事業活動と環境保護の両立に真摯な姿勢で取り組みます
【基本方針】
　・ 私たちは、快適な環境の提供を通じてお客様や地域社会に貢献します
　・ 私たちは、地球環境保護のための技術の開発と提供に努めます
　・ 私たちは、常に環境保護に関心をもち一人ひとりの環境保護意識の向上を図ります

●エコロジー推進活動の行動指針（1996年3月制定、1998年2月一部改訂）
　１ 私たちは、エネルギー使用の一層の効率化や、よりクリーンなエネルギーの導入により、貴重な資
源の浪費を防止し、地球温暖化の原因となるＣＯ２の排出量の削減に努めます。

　２ 私たちは、環境汚染物質やオゾン層を破壊する物質等について法令等に基づいて適正に管理、
処理するとともに、可能な限りその削減や代替物質への転換を進めます。

　３ 私たちは、地球の浄化能力の負担を軽くするため、オフィスや事業所、駅、列車等からの様々な廃
棄物を適正に処理するとともに、リサイクルとその削減に努め、また再生品の使用拡大や、省資
源に努めます。

　４ 私たちは、多様な生命をはぐくむ自然環境を大切にするとともに、列車走行による騒音や振動など
の低減に努め、沿線の環境との調和を目指します。

　５ 私たちは、地球環境にやさしい乗り物としての、鉄道の魅力の向上に努めます。
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